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し
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だ
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ー
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て
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だ
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し
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寄
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呼
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け
た
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ー
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の
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め
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材
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え
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す
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？
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わ
れ
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っ
た
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で
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配
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歳末たすけあい募金にご協力
よろしくお願いします！

歳末ささえ愛事業（市内全域）

歳末食料支援事業（市内全域）

歳末障がい児（者）・子育て支援事業（市内全域）

地区社協支援助成事業（各地域ごと）

～つながり ささえあう みんなの地域づくり～

令和６年度 募金を使用して実施される主な事業
令和６年度にご協力いただいた歳末たすけあい募金は、令和６年度内に実施する事業に使用されます。
募金額が目標額を超えた場合には、翌年度の地域福祉事業のために使用されます。

児童扶養手当を受給している世帯を対象に、生計の維持と子ど
もの健全な育成を図ることを目的に、助成金を通じて支援を行
います。

福祉ニーズを持つ方を対象に、食料品・生活用品等を配布する
ことで、年末年始の生活支援を行います。

市内で障がい児（者）・子育ての支援活動をしている福祉施設・
団体等を対象に年末年始行事（クリスマス会など）の開催に対
する支援を行います。

市内の小地域で、歳末時期に行われるさまざまな福祉活動へ、
助成金を通じて支援を行います。
例） ・高齢者の一人暮らし、高齢者のみの世帯を対象とした年末

の安否確認訪問。
 ・絵手紙ボランティアに協力いただき、絵手紙年賀状を高齢

者世帯へ贈呈。
 ・各サロンが行う交流会（クリスマス会、忘年会、新年会など）

への支援。など
※活動内容は地域によって異なります。

　「歳末たすけあい募金運動」は共同募金運動の一環として実施されます。ご協
力いただきました募金は、地域の誰もが安心して新たな年を迎えるための福祉
活動などに使われます。
　今年も地域住民やボランティア、民生委員・児童委員、社会福祉施設、社会
福祉協議会等の関係機関・団体のご協力のもと、地域のさまざまな福祉活動を
実施します。
　市民の皆様をはじめ、企業や学校、各種団体の方々など、多くの皆様のご理解・
ご協力をお願いいたします。

運動期間 目 標 額12月1日～12月31日 323万円

　イ
ン
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よ
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受
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付
け
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こ
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が

で
き
る
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組
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で
、
応
援
し
た
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市
町
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選
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し
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ご
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が
可
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QR
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。
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替
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お
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【赤い羽根共同募金】
街頭募金へのご協力ありがとうございました！

　二本松市内のイベント会場において、街頭募金を実
施しました。多くの皆様にご協力をいただき、ありが
とうございました。二本松市では、12月末まで共同
募金運動を実施しております。引き続き皆様のご協力
をよろしくお願いいたします。

赤
い
羽
根
共
同
募
金

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
募
金
の
ご
紹
介

～「福幸祭 2024」にて～

～「東和ふるさと祭り」会場にて～

▲QRコード
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Ⓡ
窓や補助金の
お問合せは

二本松市渋川
字二本柳33-1

先進的窓リノベ2024補助金は、12月末工事完了分まで、または予算に達し次第終了です。お早めにご連絡ください！

①断熱効果
冬でも薄着で
ぽっかぽか

②結露軽減
結露をおさえ
いつも快適に

③遮音効果
外の音も大きな声も
気にせず一家団らん

こんなに変わる‼
内窓の3つのメリット

全12ヶ所への内窓設置
総工費627,000円（税込）

補助金

455,000円（税込）
お客様負担額

172,000円（税込）
工事費の

　　　  の
補助金実績多数
70%以上

施工実例①
二本松市A様邸 72.5％ー =

補
助
率

全8ヶ所への内窓設置
総工費447,400円（税込）

補助金

356,000円（税込）
お客様負担額

121,400円（税込）
施工実例②
二本松市N様邸 74.5％ー =

補
助
率

※金額例なので、窓の数や大きさで補助額や補助割合は変動します。

二本松市社会福祉協議会では、市内の「福祉教育に積極的に取り組んでいる学校」と「地
域福祉活動や福祉的課題を解決する団体等」に対し、皆さんから寄せられた共同募金など
を活用して活動助成金を交付しています。今回は今年度、助成金を交付された学校の活動
を紹介します。

○学校名：市立石井小学校　○事業名：親子ボッチャ教室、ユニバーサルデザイン体験

○学校名：市立安達太良小学校　○事業名：ＪＩＣＡ出前講座、安達太良山環境登山

○団体名：　　　　　　　　　　：アルミ缶回収の益金を活用した物品の寄贈市立二本松第二中学校
市 立 岩 代 中 学 校

　今年の夏に開催されたパリ・パラリンピックで
県内出身選手がメダルを獲得した「ボッチャ」。
　石井小学校では障がい者スポーツに親しむこ
とを目的に「親子ボッチャ」教室を開催しました。
　当日は日本ボッチャ協会の村上光輝さんを講
師にお迎えし、ボッチャの歴史やルールを学んだ
あと、子供たちと保護者の皆さんが一緒になって
体験しました。また、村上さん自身がパラリンピッ
クに帯同された経験をお持ちだったことから、障
がいを持った方々とのかかわりについても、お話
をしていただきました。

　９月６日（金）に５年生の総合学習でユニバーサ
ルデザイン（以下「UD」という）について学びまし
た。
　子供たちは、UDを楽しく学ぶことができる
「UDすごろく」を体験しながら、高齢者、障がい
者、車いすの人、妊娠している人など様々な役柄
になり、「お年寄りが階段の場所にいたらどうする
か」「車いすの人が段差のある場所にいたらどう
するか」などの場面を想像しながら、自分たちが
できるUD社会について考えました。

　９月２７日（金）に全校生参加の「第４３回安達太
良山親子登山」を実施しました。
　総合的な学習で「ゴミ問題」について学んだ子
供たちは、今回「地元のシンボルである安達太良
山をきれいに!」を合言葉に、頂上や登山道周辺
のゴミを拾いながら山頂を目指しました。
　子どもたちからは、「昨年よりゴミが増えてい
たのでたくさん拾えた」「びんのゴミが多くて危
ないと思った」「安達太良山がきれいになって良
かった」など声があり、身近な自然を大切にしよう
とする気持ちがあらためて芽生えるきっかけとな
りました。

　９月５日（木）に行った５・６年生の総合的な学習
の時間では、世界と日本の「ゴミ問題」について学
びました。
　講師はニカラグアなどで青年海外協力隊とし
て活動した井上泰輔さんにお願いし、自分たちの
生活の中で発生したゴミが地球環境にどのよう
な影響があり、その中で自分たちは地球のために
どんなことができるのかについて学びました。実
体験に基づく講師の先生のお話は、子どもたちの
心をぐんぐん引き込み、充実した１時間となりまし
た。

　二本松第二中学校と岩代中学校では、長年にわたり全校をあげてのアルミ缶回収活動を行ってお
り、今年度もその益金を活用し、市社会福祉協議会と市内の高齢者施設・福祉施設に福祉用具等の寄
贈を行いました。

親子ボッチャ教室

ユニバーサルデザイン体験

ゴミを拾いながら登る子どもたち

講師の話を興味津々に聞く、子どもたち

二本松第二中学校 岩代中学校
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を活用して活動助成金を交付しています。今回は今年度、助成金を交付された学校の活動
を紹介します。

○学校名：市立石井小学校　○事業名：親子ボッチャ教室、ユニバーサルデザイン体験

○学校名：市立安達太良小学校　○事業名：ＪＩＣＡ出前講座、安達太良山環境登山

○団体名：　　　　　　　　　　：アルミ缶回収の益金を活用した物品の寄贈市立二本松第二中学校
市 立 岩 代 中 学 校

　今年の夏に開催されたパリ・パラリンピックで
県内出身選手がメダルを獲得した「ボッチャ」。
　石井小学校では障がい者スポーツに親しむこ
とを目的に「親子ボッチャ」教室を開催しました。
　当日は日本ボッチャ協会の村上光輝さんを講
師にお迎えし、ボッチャの歴史やルールを学んだ
あと、子供たちと保護者の皆さんが一緒になって
体験しました。また、村上さん自身がパラリンピッ
クに帯同された経験をお持ちだったことから、障
がいを持った方々とのかかわりについても、お話
をしていただきました。

　９月６日（金）に５年生の総合学習でユニバーサ
ルデザイン（以下「UD」という）について学びまし
た。
　子供たちは、UDを楽しく学ぶことができる
「UDすごろく」を体験しながら、高齢者、障がい
者、車いすの人、妊娠している人など様々な役柄
になり、「お年寄りが階段の場所にいたらどうする
か」「車いすの人が段差のある場所にいたらどう
するか」などの場面を想像しながら、自分たちが
できるUD社会について考えました。

　９月２７日（金）に全校生参加の「第４３回安達太
良山親子登山」を実施しました。
　総合的な学習で「ゴミ問題」について学んだ子
供たちは、今回「地元のシンボルである安達太良
山をきれいに!」を合言葉に、頂上や登山道周辺
のゴミを拾いながら山頂を目指しました。
　子どもたちからは、「昨年よりゴミが増えてい
たのでたくさん拾えた」「びんのゴミが多くて危
ないと思った」「安達太良山がきれいになって良
かった」など声があり、身近な自然を大切にしよう
とする気持ちがあらためて芽生えるきっかけとな
りました。

　９月５日（木）に行った５・６年生の総合的な学習
の時間では、世界と日本の「ゴミ問題」について学
びました。
　講師はニカラグアなどで青年海外協力隊とし
て活動した井上泰輔さんにお願いし、自分たちの
生活の中で発生したゴミが地球環境にどのよう
な影響があり、その中で自分たちは地球のために
どんなことができるのかについて学びました。実
体験に基づく講師の先生のお話は、子どもたちの
心をぐんぐん引き込み、充実した１時間となりまし
た。

　二本松第二中学校と岩代中学校では、長年にわたり全校をあげてのアルミ缶回収活動を行ってお
り、今年度もその益金を活用し、市社会福祉協議会と市内の高齢者施設・福祉施設に福祉用具等の寄
贈を行いました。

親子ボッチャ教室

ユニバーサルデザイン体験

ゴミを拾いながら登る子どもたち

講師の話を興味津々に聞く、子どもたち

二本松第二中学校 岩代中学校
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地
域
の
宝
物
み
ぃ
つ
け
た
！

地
域
の
宝
物
み
ぃ
つ
け
た
！
第26回

　地
域
住
民
の
方
々
が
暮
ら
し
の
中
で
育
ん
で
き
た
支
え
合
い
の
活
動
、
生
活
の
中
で
利

用
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
、
地
域
の
サ
ロ
ン
、
集
い
の
場
等
を
地
域
の
資
源
（
宝
物
）

と
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

生活支援コーディネー
ターが地域で活動する中
で出会った活動等を掲載
しております。「ウチの地
域の活動を載せたい！」と
いうことがありましたら、
ぜひご連絡ください。
【問い合わせ】
二本松市社会福祉協議会
地域福祉課 市民活動推進係
電話：23-7867

「
岩
代
や
ば
ね
会
」
が
始
動
し
ま
し
た
。

が
い

岩
代
地
域
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
百
歳
ま
で
元
気
で

過
ご
せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
地
域
の
居
場
所
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
岩
代
や
ば
ね
会
」
が
始
動
し
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
岩
代
地
域
で
開
催
し
て
い
る

「
話
し
合
い
の
場
（
協
議
体
）」
に
お
い
て
出
さ
れ
た
意

見
を
も
と
に
、
地
域
の
方
々
や
関
係
機
関
が
連
携
し
、

実
現
し
た
事
業
で
す
。

初
回
の
開
催
で
は
、
集
い
の
場
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学

ぶ
講
話
や
、
三
つ
の
Ａ（
明
る
く
・
あ
た
ま
を
使
っ
て
・

あ
き
ら
め
な
い
！
）
か
ら
な
る
脳
を
活
性
化
で
き
る
「
ス

リ
ー
Ａ
認
知
症
予
防
ゲ
ー
ム
」
を
体
験
し
ま
し
た
。

体
験
し
た
参
加
者
か
ら
は
、「
難
し
い
」「
頭
が
混
乱

す
る
〜
！
」
な
ど
の
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
が
、
終
始
楽

し
ん
だ
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、「
道
の
駅
さ
く
ら
の
郷
」
を
会
場
に
３
月

ま
で
月
２
回
の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
課
【
℡（
２
３
）

７
８
６
７
】
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

「
松
岡
町
内
に
通
い
の
場
が
で
き
ま
し
た
。」

　『
地
域
の
方
が
気
軽
に
集
え
る
場
所
が
で
き
た
！
』
と
の

情
報
を
聞
き
、
先
日
お
邪
魔
し
て
き
た
の
は
、
松
岡
町
内

で
「
ほ
ん
と
の
空
体
操
」
や
「
百
歳
体
操
」
な
ど
で
介
護

予
防
に
取
り
組
む
通
い
の
場
で
す
。

　
代
表
の
松
山
公
子
さ
ん
が
、
以
前
営
ん
で
い
た
喫
茶
店

を
「
そ
の
ま
ま
に
し
て
置
く
の
は
も
っ
た
い
な
い
」「
地
域

の
方
が
ふ
ら
っ
と
立
寄
り
体
操
が
で
き
る
場
が
あ
っ
た
ら
い

い
な
」
と
思
い
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
昨
年
に
は
、
二
階
ス
ペ
ー
ス
に
民
泊
「
ゲ
ス
ト
ハ

ウ
ス
未
知
し
る
べ
」
を
オ
ー
プ
ン
。
遠
方
か
ら
の
来
客
者

の
宿
泊
や
子
育
て
世
代
の
交
流
の
場
な
ど
、
た
く
さ
ん
の

方
に
そ
れ
ぞ
れ
の
用
途
で
活
用
い
た
だ
き
た
い
と
の
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　「
年
だ
か
ら
を
理
由
に
何
も
し
な
い
は
も
っ
た
い
な
い
。

で
き
る
こ
と
は
や
っ
て
み
よ
う
！
」
と
話
す
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ

で
元
気
あ
ふ
れ
る
松
山
さ
ん
が
代
表
を
務
め
る
通
い
の
場
に
興
味
の
あ
る
方
は
、

左
記
の
連
絡
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

 

【
開

　催

　日
】
月
・
火 

10
時
半
〜
、
水
・
木 

11
時
〜

 
【
場

　
　
　所
】
二
本
松
市
松
岡
一
四
八
番
地

 
【
連

　絡

　先
】  

〇
八
〇―

五
二
二
一―

五
六
〇
五

　「社会福祉のためにお役立てください」と、次の皆さまから心
温まるご寄付をお寄せいただきました。
　ご趣旨に沿って有効に活用させていただきます。

令和６年９月１日～令和６年10月31日

二本松方部あだたらクラブ女性部 様（亀谷）
福島県宅地建物取引業協会安達支部 様（錦町）
福島ヤクルト販売株式会社ヤクルト親交会 様（福島市）
二本松大平中学校昭和25卒業生一同 様（表）
あぶくま歌謡 様（木幡字鶴巻）
二本松市立岩代中学校 様（西新殿字一本松）
（その他、匿名4件）

団体

作：三浦清英（岩代）

個人

 大内　三郎 様（宮本） 佐藤伊勢雄 様（上川崎字畑中）
 竹山　統樹 様（木幡字上越） 石橋　清一 様（杉田町）
 （故）田巻由紀子 様（表） 根本智恵子 様（永田）
 菅野　建男 様（渋川字赤木内） （故）善方　初子 様（小浜字新町）
 （故）鴫原　フク 様（戸沢字太郎内）

福島県宅地建物取引業協会安達支部 様 二本松方部あだたらクラブ女性部 様

あぶくま歌謡 様

年間12回（毎月）、全戸配布となります本誌への広告
を募集しています。
●広告内容　貴社指定に基づき掲載します。
●サイズ及び広告料金

●申込み・お問い合わせは、表紙記載の番号まで

「にほんまつ社協だより」広告募集！

5.5×17㎝程度
１回あたり
年２回掲載
年３回掲載
１回あたり
年３回掲載
年６回掲載

20,000円
32,000円
42,000円
10,000円
24,000円
42,000円

5.5×8.5㎝程度
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INFORMATION ～インフォメーション～

☆★☆一人ひとりに合ったお仕事探しをサポートします☆★☆
※障がい者、18歳以上の障がい・難病・メンタル不調のある方

ー身元保証・生活支援・葬送支援事業ー
施設・賃貸住宅への入居、入院時の身元保証や

日常生活からもしもの時まで
「家族の代わり」としてサポートします！

ご予算や必要に応じて支援の選択もできます。お気軽に
お問合せ
下さい

日本福祉サービス株式会社
福島身元保証支援センター「信愛の会」
TEL 0243-24-6071

障がい者を支えるお仕事募集 （例）パソコン入力、清掃、除草、ポスティング等
　　軽作業 お気軽にご用命ください

　◆本所　　　生活相談係（二本松・安達地域） ☎0243－２３－８２６２
　◆岩代支所　地域福祉係（岩代地域） ☎0２4３－６５－２００３
　◆東和支所　地域福祉係（東和地域） ☎0２4３－６６－２５２２

　福島県社会福祉協議会では、他の貸付制度が利用できない低所得世帯を対象に、高校、専門学校、
大学等への就学に必要な経費の貸付を行っています。相談及び申込窓口は市町村社協となっていま
すので、当協議会本所及び各支所へご相談ください。

生活福祉資金「教育支援資金貸付制度」のご案内

◇入学に際し必要な経費
入学金、制服、教科書等
の入学時に学校に納入す
る経費

◇修学に必要な経費
授業料、参考書、学用品、
交通費（通学定期代）、賃
貸アパート家賃など

①高等学校（専修学校高等課程含む）… 月額35,000円以内
②高等専門学校 …………… 月額60,000円以内
③短期大学（専修学校高等課程含む）… 月額60,000円以内
④大学 ……………………… 月額65,000円以内

500，000円以内就 学 支 援 費

教 育 支 援 費

※日本学生支援機構の奨学金や母子・寡婦福祉資金、福島県奨学生制度、日本政策金融公庫等からの貸付を利
用できる場合はその貸付が優先となります。利用できる他制度については条件等も異なりますので、お子さ
んの通学する学校にもご相談ください。
※原則として、修学する本人が資金の借受人になり、世帯の生計中心者が連帯借受人となり申し込みます。
※手続きには約１ヶ月かかります。まずは、お電話にてお早めにご相談ください。

貸付資金の種類 対象経費 貸付限度額

相談・お申し込み窓口

10月号のクイズの答えは……「 赤 い 羽 根 」でした。
たくさんのご応募とたくさんの「声」をありがとうございました

４ＷＤ車専門店４ＷＤ車専門店
石畑自動車

http://ishihata.site/

福島県中古自動車販売店協会加盟
国土交通省東北運輸局長指定整備工場
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